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層状コバルト酸化物である LixCoO2 は応用面において電池正極材料として

広く用いられている物質である[1]。一方で物理的にはスピンや電荷に関連す

る秩序が予想されており[2]、スピン密度波相転移や電荷秩序を伴った金属絶

縁体転移、水和による超伝導など豊かな物性を示す NaxCoO2 との比較という

観点からも大変興味深い。今回われわれは LixCoO2、x=0.25 の単結晶試料を

用いてこの物質のバンド分散やフェルミ面といった電子構造を解明するために、

広島放射光施設 BL-9A において 21 eV の励起光を用いて角度分解光電子分

光 (ARPES) を行った。また x=0.46, 0.71, 0.99 の試料に関し、カナディアンライ

トソース 11ID-1 にて全電子収量法により軟 X 線吸収分光を行った。 

図に 20 K にて測定した Li0.25CoO2 の価電子帯バンドのΓ-M ライン付近の強

度プロットを示す。0.7 eV 付近で非常にブロードな eg’バンドに対応すると思わ

れる強度と、フェルミ準位付近に a1gバンドが観測さ

れ、これまでの NaxCoO2 における ARPES 実験や

LDA バンド計算と同様の結果が観測された[3]。フ

ェルミ面マッピングを行ったところ、x=0.25 のドープ

領域において、a1g バンド由来である大きなホール

面が観測される一方で、K 点付近にその存在がバ

ンド計算から予想されている eg’バンド由来の小さ

なホール面は観測されなかった。これらの内容に

ついて当日はより詳細に議論する予定である。 
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